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Chapter 1　インプラント一次手術時におけるフラップデザインバリエーション

1-1 基本に忠実に、審美的な結果を得たい　
 　上顎前歯部へのインプラント通常埋入手術
1-2 臼歯部に安全にインプラントを埋入したい　
 　臼歯部へのインプラント通常埋入手術
1-3 狭小部位に対しGBRと同時にインプラントを埋入したい　
　 　マイナーGBRを併用したインプラント埋入手術
1-4 抜歯後もインプラント唇側歯肉を維持したい　
 　マイナーGBRを併用した上顎前歯部インプラント埋入手術
1-5 適切な位置にインプラントを埋入するために骨の厚みを確保したい　 

　マイナーGBRを併用した上顎前歯部インプラント埋入手術
1-6 高度顎堤吸収に対し戦略的にインプラントを埋入したい　
 　大規模なGBRを併用した臼歯部インプラント埋入手術
1-7 フラップを開けたいが、隣在歯の歯頸ラインを変えたくない　
 　隣在歯にインプラントが埋入されている場合の切開線
1-8 サイナスリフトにおいて創の裂開を避けたい　
 　ラテラルアプローチによるサイナスリフト
1-9 高度な外科処置をすることなく骨増生を行いたい　
 　オープンメンブレンを用いた臼歯部の歯槽堤保存術
1-10 前歯部を三次元的に骨増生したい　
 　チタンメッシュを用いた大規模なGBR
1-11 抜歯後、低侵襲で審美的に軟組織を作りたい　
 　ソケットシールによる歯槽堤保存術

Chapter 2　インプラント二次手術時におけるフラップデザインバリエーション

2-1 確実かつ低侵襲なインプラント二次手術を行いたい　
 　ティッシュパンチアウト法を用いた上顎前歯部インプラント二次手術
2-2 できるだけシンプルにインプラント二次手術を行いたい　
 　最小限の切開でインプラント周囲軟組織をマネジメントする方法
2-3 臼歯部インプラント周囲にも歯間乳頭を作りたい　
 　臼歯部におけるインプラント二次手術
2-4 上顎インプラント頬側に十分な角化歯肉を獲得したい（単独歯編）　
 　歯肉弁根尖側移動術を併用したインプラント二次手術
2-5 下顎インプラント頬側に十分な角化歯肉を獲得したい（複数歯編）　
 　歯肉弁根尖側移動術を併用したインプラント二次手術
2-6 下顎インプラント頬側に十分な角化歯肉を獲得したい　
 　遊離歯肉移植術を併用したインプラント二次手術
2-7 前歯部の軟組織を水平的・垂直的に増やしたい　
 　結合組織移植術を併用した前歯部のインプラント二次手術
2-8 歯槽頂予測切開を大きく外したが、どうしたらいいか？　
 　インプラント二次手術時のトラブルリカバリー

Chapter 3　天然歯周囲の環境改善におけるフラップデザインバリエーション

3-1 歯肉のディスカラレーションを改善したい　
 　結合組織移植術による歯肉のフェノタイプの変更
3-2 ブリッジ下のくぼんだ歯肉を膨らませたい　
 　結合組織移植術を応用した歯槽堤増大術
3-3 ポンティック部の軟組織を増やしたい　
 　ロール法を用いた有茎結合組織移植術

3-4 補綴予定歯周囲の角化歯肉を増やしたい　
 　補綴予定歯に対する遊離歯肉移植術
3-5 臼歯部に強固な角化歯肉を獲得するとともに歯肉退縮部も根面被覆したい
 　遊離歯肉移植術による付着歯肉の獲得と根面被覆
3-6 角化歯肉移植で歯周環境を整えつつ歯肉を増生したい　
 　遊離歯肉移植術による付着歯肉の獲得
3-7 外科的対応でガミースマイルを改善したい　
 　歯肉弁根尖側移動術を用いた審美的歯冠長延長術
3-8 フェルールを獲得しつつ、長期間維持する歯周環境を整えたい　
 　歯肉弁根尖側移動術による歯冠長延長術
3-9 矯正治療で失った歯間乳頭を取り戻したい　
 　結合組織移植術を用いた歯間乳頭再建術

Chapter 4　根面被覆術におけるフラップデザインバリエーション

4-1 審美的に歯肉を増やしたい　
 　補綴処置を前提とした軟組織の増大術
4-2 低侵襲で確実に根面被覆したい　
 　Tunneling Technique による根面被覆術
4-3 複数歯を大胆に根面被覆したい　
 　Modified Langer Technique による根面被覆術
4-4 重度の歯肉退縮により露出した根面を被覆したい　
 　Double Papilla Technique を応用した根面被覆術
4-5 広範囲に退縮した歯頸部歯肉を再生したい　
 　VISTA Technique を用いた根面被覆術

Chapter 5　歯周組織再生療法におけるフラップデザインバリエーション

5-1 歯間乳頭を温存しつつ歯周組織再生療法をしたい①　
 歯間乳頭保存術（Papilla Preservation Technique）を応用した歯

周組織再生療法
5-2 歯間乳頭を温存しつつ歯周組織再生療法をしたい②　
 MIST（Minimally Invasive Surgical Technique）を応用した歯

周組織再生療法
5-3 歯間乳頭を温存しつつ歯周組織再生療法をしたい③　
 M-MIST（Modifi ed-Minimally Invasive Surgical Technique）

を応用した歯周組織再生療法①
5-4 歯間乳頭を温存しつつ歯周組織再生療法をしたい④　
 M-MIST（Modifi ed-Minimally Invasive Surgical Technique）

を応用した歯周組織再生療法②
5-5 上顎最後臼歯遠心の歯周組織再生療法を明視野で簡便に行いたい　
 狭小部位における最小限のフラップで行う歯周組織再生療法

Chapter 6　歯根端切除術におけるフラップデザインバリエーション

6-1 既存の補綴装置のマージンを侵襲することなく歯根端切除術を行いたい
 　歯根端切除術におけるフラップデザイン
6-2 歯根周囲の大きな嚢胞を除去したい　
 　歯根嚢胞除去と歯根端切除術におけるフラップデザイン
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　Chapter 2において、インプラント周囲ではおもに『清掃性』を理由に軟組織の増大が

必要な場合があること述べ、二次手術時に併用する軟組織増大術のさまざまなパターンを

示し、そのフラップデザインを解説してきた。同様に、天然歯（補綴歯を含む）の周囲や

ブリッジのポンティックサイトにおいても、さまざまな理由により『軟組織の環境改善』

が必要になることがある。

　Koisらは、Clinical Guidelines（臨床的指標）として

①Esthetic（審美）
②Biology（生物学）
③Structure（構造力学）
④Function（機能）

の４つを上げている１、２）（図１）。
　これらは本来『補綴修復治療』の指標であり、④Function（機能）はおもに天然歯や補

綴歯の『咬合面』が関与する部分ではあるが、その他の①～③に関しては『歯周環境』も

大いに関与している。すなわち、①審美的、②生物学的、③構造力学的な観点から『天然
歯・補綴歯の周囲、ブリッジのポンティックサイトの歯周環境（特に軟組織）』に問題が
あるときは、軟組織に対する外科的介入により環境改善を図る必要があるといえる。

　審美的な要因から、歯周組織の改善を必要とするシチュエーションは多々存在する。図
２は、不調和が存在することにより審美性が阻害される可能性がある部位である。以下
に、各部位における問題に対する環境改善策を解説する。

【基礎知識】
環境改善を必要とするシチュエーションを知る

１
POINT Esthetic：審美的不調和を呈している部位と状況に

応じて術式を使い分ける

　歯頸ラインの位置が過度に高すぎたり、低すぎたり、また連続性が不揃いになっている

場合は、審美性が阻害され、患者の要求などにより改善を必要とすることがある。これら

を外科的に改善するには、

・歯肉が下がっている（歯肉退縮している）場合 ➡ 根面被覆術（Chapter 4参照）
・歯肉が上がりすぎている場合（ガミースマイル）➡ 歯冠長延長術

を適応する（図３）。

歯頸ラインの位置や連続性に問題がある場合

図２　不調和により審美
性が阻害される可能性の
ある部位。

①Esthetic：審美
▼

歯と歯周組織の調和

③Structure：構造力学
▼

補綴装置の脱離や歯根破折の防止

②Biology：生物学
▼

清掃性・組織抵抗性

④ Function：機能
▼
咬合

図１　KoisやSpearらによるClinical Guidelines１、２）。このうち①～③は歯周環境も関与する部分であり、これらに問題があ
るときは環境改善が必要となる。 図３　歯頸ラインの位置や連続性に不調和が存在する際の外科的環境改善策。なお、根面被覆術は術式のバリエーションが

多くフラップデザインが多岐にわたるため、独立した項目としてChapter 4にて解説している。

④ ③
①

②

①歯頸ラインの位置、連続性に問題がある
②歯間乳頭の高さに問題がある

③歯肉の色に問題がある
④ポンティック基底面の軟組織の
 ボリュームに問題がある

シチュエーション 生じる問題点 外科的環境改善策

歯頸ラインが根尖側に下がりすぎている
（歯肉退縮）

根面露出による審美障害 ルートカバー（根面被覆術）

歯頸ラインが歯冠側に上がりすぎている ガミースマイルによる
審美障害

歯冠長延長術

☞Chapter 4参照

☞ Chapter 3-7参照

外科処置時によくあるシチュエーションの
フラップデザインを一冊にまとめました！
インプラント
一次手術

11症例
インプラント
二次手術

８症例

天然歯周囲の
環境改善

９症例

根面被覆術

5 症例

歯周組織
再生療法

5 症例

歯根端切除術

2 症例

「読みやすい」から
「使いやすい」！

「フラップデザイン解説パート」＋「施術中のポイント解説パート」
の組み合わせで40症例を解説！　本書の構成

「こんなことをしたい！」
臨床上のニーズで目次が構成されています

身近なシチュエーションを収載！
基本テクニックの習得に最適です

エキスパートデンティストが選択した
フラップデザインが直感的にわかります

大きな写真を用いて
施術中のポイントや注意点を解説しています

＋

フラップ
デザイン
解説パート

施術中の
ポイント
解説パート

治療に際しての大前提となる
基本的なポイントを簡潔に解説しています


